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データサイエンスで地域課題解決
～金沢マラソン2023 アンケート（フリーアンサー）分析～



■金沢マラソンのデータ分析に対するKITの参画のコンセプト

【KITのデータ活用促進に対するスタンス】
・データサイエンスの民主化への寄与
・学生に対するデータ活用による課題解決プログラムの提供
・地域の企業や団体におけるデータ活用推進
・データを活用した地方創生に資するオープンイノベーションの推進



私たちが活用しているツールの一部
IBM Watson Explorer Content Analytics



IBM Watson Explorer Content Analyticsの特長

構造化データ＋非構造化データ



フリーアンサーを構文解析した結果と構造化データの相関を取ることができる！

非構造化データ（自然言語）を
構文解析し構造化データ化



2023年度の分析概要

✔ VoC分析の経年変化
✔ 満足度が高いランナーの声の要素
✔ 声の要素の経年変化
✔ 10回大会に向けて



2023年度の分析概要

✔ VoC分析の経年変化
✔ 満足度が高いランナーの声の要素
✔ 声の要素の経年変化
✔ 10回大会に向けて



2021年のVoC分析 「感謝」の声の相関が圧倒的に高い



2022年のVoC分析 「満足」の声の相関が高い



2023年のVoC分析 「疑問」の声の相関が高まってきている



2023年の3時間未満から４時間未満の声

コースの変化に対することや給水所のゴミ箱に関すること・・等



2023年の4時間未満から6時間未満の声

記念大会に対するそれぞれの思いやゲストランナーに対すること…等



2023年の6時間未満からの未完走の声

関門に関することや海側環状のコースに対すること、完走に向けた自身の考え…等
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過去のデータでは「人」にまつわる要素が満足度の要因となっている



今年度は「記念」、「ゲスト」という要因との相関が強い
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2023年のキーワード「沿道」に対する相関が著しく低い



2024年のキーワード「応援」に対する相関が著しく低い



ゲストランナーをもっと充実さてほしいという声…



2023年以降のキーワード「ゲスト」に対する相関が高い



ボリュームゾーンランナーの満足度の要因が変化した可能性…

ゲスト
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世界の「交流拠点都市金沢」をめざして



10回大会にむけ
世界の「交流拠点都市金沢」から
金沢マラソンをもう一度見直す





ランナー＝地域住民にとっての特別な存在

共通の趣味を持った仲間
子供同士の繋がりの仲間
地域コミュニティにとっての特別な存在
ボランティアに参加してくれた大切な人…等



ランナー（経営者）＝地元企業とのアライアンスパートナー



金沢マラソンのステークホルダーにとっての価値観の変化



地元住民にとって
金沢マラソン＝子供の成長の機会／お年寄りにとっての生きがい



地元企業にとって
金沢マラソン＝ビジネスチャンス



金沢市の他部署にとって
金沢マラソン＝自らのミッションに資する重要な業務



多くのステークホルダーにとって金沢マラソンが自分ゴトに！
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